
③ 強酸性，強アルカリの汚水を中和するときは，二段中和処理とする。

④ 中和槽には機械攪拌
かくはん

装置又は空気攪拌装置を設け，中和反応が速やかに進行するよう十分

攪拌，混合する。

⑤ 酸，アルカリの薬液槽は，中和処理に必要な量の 2日分以上貯留できる容積とする。

なお，中和剤の添加は，通常 pH計を用いて自動制御するが，中和処理を適正に行うためには，

pH電極の洗浄と校正を励行しなければならない。

1 排水の中和処理に関する記述として，誤っているものはどれか。

(1) 反応槽は 2時間以上の滞留時間が必要である。

(2) 中和剤の濃度は，低い方が調整操作が容易である。

(3) 酸化カルシウムは粉末状では反応が遅いので，水酸化カルシウムとしてから使用する。

(4) 硫酸を含む排水の中和に炭酸カルシウムを用いると，硫酸カルシウムが生成して炭酸カル

シウムの表面を覆うので，反応が妨げられる。

(5) 濃硫酸を希釈するときは，水に硫酸をゆっくり加える。

中和剤としてNaOH，Ca（OH）2，H2SO4，HClなどが用いられるが，Ca（OH）2を除いて反応性

に優れているので中和槽の滞留時間は 10分間程度でよいが，反応の遅い Ca（OH）2でも中和槽の

容積は滞留時間で 30分間程度であれば十分である。(1)は誤り。

濃硫酸に水を加えると高熱を発し，硫酸が飛散して危険なので，水の中に濃硫酸を少量ずつ添

加して希釈する。

◆正解　　　(1)　

437 中和処理

1 水に含まれる水素イオンの濃度によって酸性の強さが示され，水素イオン濃度を表す

指標として が用いられる。

2 pH の定義式は，水中の水素イオン濃度の の対数で示される。

3 曲線は，試料溶液のpHを縦軸に，酸又はアルカリの添加量を横軸にとっ

て，両者の関係を示した曲線をいう。

4 アルカリ剤として一般にナトリウム塩とカルシウム塩とが用いられるが，

塩は，水に溶けにくいものが多く，反応も遅く，硫酸などと難溶性塩を形成し，汚泥量

が増加するので注意が必要である。
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